
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＲ東日本労働組合 

発行者 情報宣伝部 

2025年５月 14日 №892 

東日本ユニオン調べ         

ＪＲ東日本で働く社員の   

 

３つの本音 

 

2025 年５月 14 日現在  

●納得できない！見通しが立つ、立たないという事よりも結果で社員の努力に応えて欲しい。 

（上信越） 

●会社が言うような生活設計を立てられる社員はいない。（東北） 

●毎年なぜ格差がつけられるのか疑問です。社員のことを考えているのであれば同じ額にすべき！
格差はいらない。（上信越） 

●物価の高騰が続いていて 2.8 ヶ月では足らない。住宅ローンも見直さないと・・・。（関東） 

●子供が二人いて食べ盛り。お米の値段も高いまま！そういう事を考えると早い時期に夏季手当
を決めるのは違う。（上信越） 

●夏季手当を早く示されても 2.8 ヶ月の回答では満足できない。生活設計も立たない！（関東） 

●コロナウイルスが蔓延し始めた時に入社したので 2.8 ヶ月に不満はない。同時議論をして夏季手
当が増えるならよいが、格差はなんとも言えない。（関東） 

●同時議論についてよく分からない。深く考えたことがなかった。（上信越） 
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